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心の健康について考えよう

　今年もあとわずかとなりました。寒くなったり暑くなったりと体温調節が難しく、風邪を

ひいたり、体調をくずす児童が増えています。この季節に流行する感染症は様々ですが、感

染症予防の基本は同じです。家庭ぐるみでいつも通りの対策をいつも以上に念入りに行い、

健康に過ごしましょう。



　人には｢病気からからだを守るはたらき｣があります｡私たちの身のまわりにはいろいろなカビやバイ

キンが目には見えないけどたくさんいます｡鼻や口から入ってくることもありますが､このからだを守る

はたらきのおかげで健康が守られています｡カゼをひいても自然に治るのはこの抵抗力によるものです｡

　しかし、エイズウイルスがいったん体の中に入ると「カビやバイキンからからだ

を守るしくみ」をじわじわと長い年月をかけてこわしていき、病気にかかりやすい

からだにしてしまうのです。からだに入ったエイズウイルスをやっつける薬は今の

ところありませんが、治療の進歩によって、エイズ発症を予防したり遅らせたりす

ることが可能になっています。

　私たちのまわりにも目や耳が不自由な人、からだが不自由な人、お年寄りや病気に苦しんでいる人な

ど様々です。だれの命も親からゆずりうけた、かけがえのない大切なものです。

　でも、時々けんかをして友達の体を傷つけたり、悪口を言って友達の心を傷つけてしまったりするこ

とはありませんか？

　世界にたった一人しかいない自分と、まわりの人の体・命・心を大切にして、

大里南小学校のみんなが仲間仲良くすごせるように、みなさんも自分にできる

ことを考えてみませんか？

　エイズを予防し、エイズにかかって苦しんでいる人を差別したり、偏見をもったりせずに

共に支え合っていくことを考える日ということで「世界エイズデー」が、1988年に定めら

れました。

 　しかし、エイズは世界中で年々増えていき、これまでに多くの人が若くしてなくなること

がおきて人々が悲しみ、その残念な気持ちとエイズで苦しむ人々へ「私は差別や偏見を持

ちません。世界中に生きる人々のすべての心をつなぎ助け合いたい」という気持ちを表す

ため｢赤いリボン＝レッドリボン｣が生まれました｡これは世界共通のメッセージなのです。

●エイズってどんな病気？

しｔ

●世界エイズデーとレッドリボン

●私たちができること

レッドリボンは
エイズに対する
理解と支援の
シンボル

　　エイズはむずかしい病気ですが、うつる力は弱く、うつり方もかぎられています。

　学校などの日頃の生活の中でうつる心配はありません。正しい知識を持って、これまでと変わらず接すること

　が、相手や自分の安心と人権を守ることにつながります。
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